
(57)【要約】

情報セグメントよりなる情報セグメントの周期的な伝送

を含む通信を受信し（８０）処理する方法である。情報

セグメントセットの第１回目の伝送を受信し処理し、各

情報セグメントが有効か無効かを判断する（８１）。有

効と判断した情報セグメントをストアする（８２）。当

該情報セグメントセットの全ての情報セグメントがスト

アされなかった場合に（８３）、その後の情報セグメン

トセットの伝送を受信し（８５）、以前ストアされなか

った情報セグメントに対応する情報セグメントのみを処

理して有効か無効かを判断する。有効と判断した情報セ

グメントをストアする（８２）。当該情報セグメントセ

ットの全ての情報セグメントがストアされるまで、その

後の伝送を繰り返し受信する（８５）。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｎ 個 の 情 報 セ グ メ ン ト よ り な る 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 周 期 的 な 伝 送 を 受 信 す る 方 法 で あ
っ て 、
ａ ） 前 記 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 伝 送 を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
ｂ ） 情 報 セ グ メ ン ト を 処 理 し て 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 か 無 効 か を 識 別 す る ス テ ッ プ と 、
ｃ ） 有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト を ス ト ア す る ス テ ッ プ と 、
ｄ ） 当 該 情 報 セ グ メ ン ト の Ｎ 個 の 異 な る 情 報 セ グ メ ン ト が ス ト ア さ れ て い る か 否 か を 判 定
す る ス テ ッ プ と 、
ｅ ） 当 該 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の Ｎ 個 の 異 な る 情 報 セ グ メ ン ト が ス ト ア さ れ て い な い と 判
定 し た 場 合 に 、 ス テ ッ プ ａ ） な い し ｄ ） を 繰 り 返 す ス テ ッ プ と 、
ｆ ） Ｎ 個 の 異 な る 情 報 セ グ メ ン ト が ス ト ア さ れ た 後 、 前 記 ス ト ア さ れ た Ｎ 個 の 異 な る 情 報
セ グ メ ン ト の 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト を さ ら に 処 理 す る た め ホ ワ ー デ ィ ン グ す る ス テ ッ プ と
、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 処 理 す る ス テ ッ プ は 、 さ ら に 、
前 記 情 報 セ グ メ ン ト に そ れ ぞ れ 含 ま れ る エ ラ ー コ ー ド を 用 い て 情 報 セ グ メ ン ト の エ ラ ー を
検 出 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 エ ラ ー が 検 出 さ れ た 情 報 セ グ メ ン ト の そ れ ぞ れ の セ グ メ ン ト 番 号 を 判 断 す る ス テ ッ プ
と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト は 、 情 報 セ グ メ ン ト に 含 ま れ る 情 報 を 示 す Ｖ Ａ Ｌ
Ｕ Ｅ タ グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ は 、 第 １ 回 目 の 伝 送 と 、 そ の 後 の 伝 送 と は 、 等 し い Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に お い て 、 前 記 ス ト ア さ れ た 有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト は 、 前 記 第 １ 回 目 の 伝 送 と そ
の 後 の 伝 送 に お い て Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ が 等 し く な い 場 合 に 、 削 除 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に お い て 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト は 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ （ broadcast control chan
nel system information block） を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 周 期 的 な 伝 送 は 、 予 め 定 め た 繰 り 返 し レ ー ト の 後 で 受 信 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
Ｎ 個 の 情 報 セ グ メ ン ト よ り な る 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 周 期 的 な 伝 送 を 含 む 通 信 を 受 信 し
処 理 す る Ｕ Ｅ （ user equipment） で あ っ て 、
情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 伝 送 を 受 信 す る レ シ ー バ と 、
当 該 情 報 セ グ メ ン ト を 処 理 し て 当 該 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 か 無 効 か を 識 別 す る プ ロ セ ッ サ
手 段 と 、
有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト を ス ト ア す る メ モ リ と
を 備 え 、
前 記 レ シ ー バ は 、 前 記 Ｎ 個 の 情 報 セ グ メ ン ト よ り な る 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の そ の 後 の 伝
送 に つ い て 、 各 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 か 無 効 か を 識 別 す る た め 、 以 前 ス ト ア さ れ な か っ た
情 報 セ グ メ ン ト の み を 受 信 し 処 理 し 、 有 効 と 識 別 し た 情 報 セ グ メ ン ト を ス ト ア し 、
前 記 レ シ ー バ は 、 当 該 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 全 て の 情 報 セ グ メ ン ト が ス ト ア さ れ る ま で
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、 伝 送 の 受 信 を 継 続 す る
こ と を 特 徴 と す る Ｕ Ｅ 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に お い て 、 前 記 レ シ ー バ は 、 さ ら に 、 各 情 報 セ グ メ ン ト に 含 ま れ る エ ラ ー コ ー ド
を 用 い て 、 情 報 セ グ メ ン ト の セ グ メ ン ト 番 号 を 検 出 し 、 エ ラ ー が 検 出 さ れ た 情 報 セ グ メ ン
ト の 各 セ グ メ ン ト 番 号 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る Ｕ Ｅ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ８ に お い て 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト は 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト に 含 ま れ る 情 報 を 示 す Ｖ
Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｕ Ｅ 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ９ に お い て 、 前 記 第 １ 回 目 の 伝 送 と そ の 後 の 伝 送 は 、 等 し い Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る Ｕ Ｅ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に お い て 、 前 記 第 １ 回 目 の 伝 送 と そ の 後 の 伝 送 が 等 し く な い Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を
有 す る 場 合 に は 、 前 記 ス ト ア さ れ た 有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト が 削 除 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
Ｕ Ｅ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ２ に お い て 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト は 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ （ broadcast control ch
annel system information block） を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｕ Ｅ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 ８ に お い て 、 前 記 周 期 的 な 伝 送 は 、 予 め 定 め た 繰 り 返 し レ ー ト の 後 で 受 信 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る Ｕ Ｅ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 周 期 的 な 伝 送 を 含 む 通 信 を 受 信 し 処 理 す る 方 法 で あ っ て 、
ａ ） 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 第 １ 回 目 の 伝 送 を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
ｂ ） 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 か 無 効 か を 識 別 す る た め に 処 理 す る ス
テ ッ プ と 、
ｃ ） 当 該 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 情 報 セ グ メ ン ト の う ち 有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト を ス ト ア す
る ス テ ッ プ と 、
ｄ ） 当 該 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 情 報 セ グ メ ン ト の う ち の 無 効 な 情 報 セ グ メ ン ト に 対 し て
、 そ の 後 の 少 な く と も １ つ の 伝 送 を 受 信 し 、 そ の 伝 送 に お い て 、 以 前 に 無 効 と 識 別 さ れ た
情 報 セ グ メ ン ト に 対 応 す る 情 報 セ グ メ ン ト の み を 処 理 し 、 有 効 と 識 別 し た 情 報 セ グ メ ン ト
を ス ト ア す る ス テ ッ プ と 、
ｅ ） 当 該 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 全 て の 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 と 識 別 さ れ ス ト ア さ れ る ま
で 、 ス テ ッ プ ｄ ） を 繰 り 返 す ス テ ッ プ と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ５ に お い て 、 前 記 処 理 す る ス テ ッ プ は 、
各 情 報 セ グ メ ン ト に 含 ま れ る エ ラ ー コ ー ド を 用 い て 、 情 報 セ グ メ ン ト の エ ラ ー を 検 出 す る
ス テ ッ プ と 、
エ ラ ー が 検 出 さ れ た 情 報 セ グ メ ン ト の セ グ メ ン ト 番 号 を 決 定 す る ス テ ッ プ と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ６ に お い て 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト は 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト に 含 ま れ る 情 報 を 示 す
Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ ７ に お い て 、 前 記 第 １ 回 目 の 伝 送 と そ の 後 の 伝 送 は 、 等 し い Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
請 求 項 １ ８ に お い て 、 前 記 第 １ 回 目 の 伝 送 と そ の 後 の 伝 送 が 等 し く な い Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を
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有 す る 場 合 に 、 前 記 有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト が 削 除 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
請 求 項 １ ９ に お い て 、 前 記 情 報 セ グ メ ン ト は 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ （ broadcast control ch
annel system information block） を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
請 求 項 １ ５ に お い て 、 前 記 周 期 的 な 伝 送 は 、 予 め 定 め た 繰 り 返 し レ ー ト の 後 で 受 信 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ （ Universal Mobile Telecommunications Systems） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ Ｃ Ｎ ）
２ と 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ （ Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ  Terrestrial Radio Access Network ） ３ と 、 少 な く と も １
つ の Ｕ Ｅ （ User Equipment） １ ８ （ 図 を 簡 略 に す る た め 、 図 に は １ つ の Ｕ Ｅ １ ８ の み を 図
示 し た ） と を 含 む 。 ２ つ の 一 般 的 な イ ン タ フ ェ ー ス は 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ と コ ア ネ ッ ト ワ ー ク の
間 の Ｉ ｕ イ ン タ フ ェ ー ス で あ り 、 同 様 に 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ と Ｕ Ｅ の 間 の 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス Ｕ
ｕ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ は 幾 つ か の Ｒ Ｎ Ｓ （ Radio Network Subsystem） １ ０ 、 １ １ よ り な る 。 こ れ ら
Ｒ Ｎ Ｓ を 、 Ｉ ｕ ｒ イ ン タ フ ェ ー ス に よ っ て 相 互 に 接 続 す る こ と が で き る 。 Ｒ Ｎ Ｓ １ ０ 、 １
１ は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｒ Ｎ Ｃ （ Radio Network Controller） １ ２ 、 １ ３ と 、 幾 つ か の 基 地 局 （
Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ） １ ４ － １ ７  と に 分 割 さ れ て い る 。 基 地 局 １ ４ － １ ７ は Ｉ ｕ ｂ イ ン タ フ ェ
ー ス に よ り Ｒ Ｎ Ｃ １ ２ 、 １ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 １ つ の 基 地 局 １ ４ － １ ７ は １ ま た は 複 数
の セ ル （ cell） を サ ー ブ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ は 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス に お い て Ｆ Ｄ Ｄ モ ー ド と Ｔ Ｄ Ｄ モ ー ド の 両 方 を サ ポ ー
ト す る 。 こ れ ら 両 方 の モ ー ド に 対 し て 、 同 一 の ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ と 同 一 の プ ロ
ト コ ル が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
基 地 局 １ ４ － １ ７ と Ｕ Ｅ １ ８ の 間 に お い て 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス Ｕ ｕ を 介 し て 行 う 通 信 は 、
無 線 イ ン タ フ ェ ー ス プ ロ ト コ ル を 用 い て 行 わ れ る 。 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス プ ロ ト コ ル ス タ ッ
ク ア ー キ テ ク チ ャ が 図 ２ に 示 し て あ る 。 当 業 者 に と っ て 当 然 の こ と で あ る が 、 無 線 イ ン タ
フ ェ ー ス プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク ２ ０ の デ ザ イ ン （ design） は 、 ３ つ の レ イ ヤ ー 、 す な わ ち 、
物 理 レ イ ヤ ー （ Ｌ １ ） ２ １ と 、 デ ー タ リ ン ク レ イ ヤ ー （ Ｌ ２ ） ２ ２ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク レ イ
ヤ ー （ Ｌ ３ ） ２ ３ と に 分 割 さ れ て い る 。 デ ー タ リ ン ク レ イ ヤ ー （ Ｌ ２ ） ２ ２ は 、 ４ つ の サ
ブ レ イ ヤ ー 、 す な わ ち 、 Ｍ Ａ Ｃ （ media access control） ２ ４ と 、 Ｒ Ｌ Ｃ （ Radio Link C
ontrol） ２ ５ と 、 Ｂ Ｍ Ｃ （ broadcast/multicast control） ２ ７ と 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ｐ （ packet da
ta convergence protocol） ２ ６ と に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ネ ッ ト ワ ー ク レ イ ヤ ー （ Ｌ ３ ） ２ ３ は 、 Ｒ Ｒ Ｃ （ radio resource control） ２ ８ を 含 む 。
こ の Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８ は Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ と Ｕ Ｅ １ ８ の 間 の Ｌ ３ の コ ン ト ロ ー ル プ レ ー ン シ グ ナ リ ン
グ （ control plain signaling） を 処 理 す る 。 こ の Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８ は 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ に お け る
他 の 全 て の プ ロ ト コ ル レ イ ヤ ー を 構 成 し コ ン ト ロ ー ル す る こ と を 担 当 し 、 し か も 、 利 用 可
能 な 無 線 資 源 （ radio resource） を コ ン ト ロ ー ル す る こ と を 担 当 す る 。 こ れ に は 、 無 線 資
源 を 割 り 当 て 再 構 成 し 解 放 す る こ と が 含 ま れ 、 同 様 に 、 要 求 さ れ た Ｑ ｏ Ｓ （ quality of s
ervice） を 継 続 し て コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
Ｒ Ｌ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ５ は 、 ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト モ ー ド か 、 不 確 認 （ unacknowledged） モ ー ド
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か 、 ま た は 確 認 （ acknowledged） モ ー ド で 、 上 位 レ イ ヤ ー に デ ー タ ホ ワ ー デ ィ ン グ を 行 う
。 確 認 モ ー ド で の ホ ワ ー デ ィ ン グ に お い て は 、 選 択 的 拒 否 － 自 動 再 送 要 求 （ selective re
ject-automatic repeat request） を 持 つ ス ラ イ デ ィ ン グ ウ ィ ン ド ウ プ ロ ト コ ル が 用 い ら
れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ４ は 、 Ｒ Ｌ Ｃ ２ ５ の 論 理 チ ャ ン ネ ル を 、 物 理 レ イ ヤ ー の 提 供 す る ト ラ ン
ス ポ ー ト チ ャ ン ネ ル に 、 マ ッ ピ ン グ す る 。 Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ４ は 、 主 に 、 マ ル チ プ レ ク シ
ン グ 機 能 よ り な る が 、 Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ４ に は 、 Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８ に よ り 資 源 配 分 に つ い て の 情
報 が 通 知 さ れ る 。 Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ４ に よ り 、 同 一 物 理 資 源 に マ ッ ピ ン グ さ れ た 異 な る デ
ー タ フ ロ ー 間 の 優 先 処 理 が 行 わ れ る 。 Ｂ Ｍ Ｃ ２ ７ と Ｐ Ｄ Ｃ Ｐ ２ ６ の 機 能 と オ ペ レ ー シ ョ ン
に つ い て は 、 当 業 者 に 周 知 で あ る か ら 、 こ こ で は こ れ 以 上 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
物 理 レ イ ヤ ー ２ １ は 、 エ ア ー イ ン タ フ ェ ー ス （ air interface） を 介 し て ト ラ ン ス ポ ー ト
ブ ロ ッ ク を 伝 送 す る こ と を 担 当 す る 。 こ の 中 に は 、 前 方 誤 り 訂 正 （ forward error correc
tion） 、 同 一 物 理 資 源 上 へ の 異 な る ト ラ ン ス ポ ー ト チ ャ ン ネ ル の 多 重 化 、 レ ー ト マ ッ チ ン
グ （ す な わ ち 、 使 用 可 能 な 物 理 資 源 に ユ ー ザ デ ー タ の 量 を 適 合 さ せ る こ と ） 、 変 調 、 拡 散
、 お よ び Ｒ Ｆ （ radio frequency） 処 理 が 含 ま れ る 。 エ ラ ー 検 出 も 、 物 理 レ イ ヤ ー ２ １ に
よ り 行 わ れ 、 上 位 の レ イ ヤ ー で あ る 、 デ ー タ リ ン ク レ イ ヤ ー ２ ２ 、 ネ ッ ト ワ ー ク レ イ ヤ ー
２ ３ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ３ は デ ー タ リ ン ク レ イ ヤ ー （ Ｌ ２ ） ２ ２ の デ ー タ フ ロ ー 全 体 を 示 す 。 上 位 レ イ ヤ ー Ｐ Ｄ
Ｕ （ protocol data unit） は Ｒ Ｌ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ５ に 渡 さ れ る 。 Ｒ Ｌ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ５ に お い
て 、 Ｓ Ｄ Ｕ （ service data unit） は セ グ メ ン ト に セ グ メ ン テ ー シ ョ ン （ segmentation）
さ れ コ ン カ チ ネ ー ト （ concatenate） さ れ る 。 Ｒ Ｌ Ｃ ヘ ッ ダ が 付 加 さ れ 、 Ｒ Ｌ Ｃ Ｐ Ｄ Ｕ が
構 成 さ れ る 。 Ｒ Ｌ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ５ に お い て は 、 エ ラ ー 検 出 符 号 は 付 加 さ れ な い 。 ト ラ ン ス
ペ ア レ ン ト モ ー ド Ｒ Ｌ Ｃ に あ っ て は 、 Ｒ Ｌ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ５ に お い て 、 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン
は 行 わ れ ず 、 上 位 レ イ ヤ ー の Ｐ Ｄ Ｕ に Ｒ Ｌ Ｃ ヘ ッ ダ や Ｍ Ａ Ｃ ヘ ッ ダ は 付 加 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ４ に お い て は 、 ヘ ッ ダ が 付 加 さ れ る だ け で あ る 。 こ の ヘ ッ ダ に は 、 論 理
チ ャ ン ネ ル を ト ラ ン ス ポ ー ト チ ャ ン ネ ル に マ ッ ピ ン グ す る こ と を 記 述 す る ル ー チ ン グ 情 報
を 含 め る こ と が で き る 。 ま た 、 共 通 チ ャ ン ネ ル 上 に Ｕ Ｅ 識 別 情 報 を 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
物 理 レ イ ヤ ー （ Ｌ １ ） ２ １ に お い て 、 エ ラ ー 検 出 の た め に Ｃ Ｒ Ｃ が 付 加 さ れ る 。 レ シ ー バ
に お け る Ｃ Ｒ Ｃ チ ェ ッ ク の リ ザ ル ト （ result） は 、 再 送 コ ン ト ロ ー ル の た め 、 Ｒ Ｌ Ｃ レ イ
ヤ ー に 渡 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
現 行 の Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ 　 Ｔ Ｄ Ｄ ま た は Ｆ Ｄ Ｄ シ ス テ ム に お い て は 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ （ radio reso
urce control service data unit） を 、 Ｒ Ｌ Ｃ ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト モ ー ド か 、 不 確 認 モ ー
ド か 、 ま た は 確 認 モ ー ド で 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ － Ｒ Ｒ Ｃ と Ｕ Ｅ － Ｒ Ｒ Ｃ と の 間 で 送 信 す る こ と が
で き る 。 確 認 モ ー ド に つ い て は 説 明 し な い 。 し か し 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ が 、 ト ラ ン ス ペ ア レ
ン ト モ ー ド ま た は 不 確 認 モ ー ド で ト ラ ン ス ポ ー ト さ れ る 場 合 に は 、 受 信 側 の Ｒ Ｌ Ｃ レ イ ヤ
ー と Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー は 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ に 気 付 か な い 。 そ こ で 、 受 信 さ れ た Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ
Ｕ で あ っ て 、 伝 送 中 で の エ ラ ー ま た は 他 の ソ ー ス に 起 因 す る エ ラ ー は 、 下 位 レ イ ヤ ー で は
な く 、 Ｒ Ｒ Ｃ レ イ ヤ ー に お い て 、 処 理 さ れ ね ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ は 、 Ｔ Ｂ （ transport block） と し て 知 ら れ る 幾 つ か の 個 々 の セ グ メ ン ト
に 入 れ て 伝 送 す る こ と が で き る 。 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ の 一 例 は Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ ） broadcast 
control channel system information block） で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ の 場 合 に は 、 こ の Ｓ Ｉ Ｂ に 関 連 付 け ら れ た Ｔ Ｂ が 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ － Ｒ Ｒ Ｃ
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か ら Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ （ UE broadcast control functional entity） へ 、 繰 り 返 し 伝 送 さ れ
る 。 Ｓ Ｄ Ｕ バ ー ジ ョ ン の 指 標 は 「 Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ 」 に よ り 識 別 さ れ る 。 Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ に
変 化 が な い と き は 、 Ｕ Ｅ １ ８ は 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ が 繰 り 返 し 同 一 の Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ を 送 信 し
て い る と 仮 定 す る 。 仮 に Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ か ら 伝 送 さ れ る Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ に 変 化 が あ る 場 合
に は 、 そ の Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ は 、 変 化 が あ っ た こ と を 、 Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ を 用 い て 、 Ｕ Ｅ １ ８ に
示 す 。 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 情 報 、 す な わ ち Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ の Ｔ Ｂ が い つ Ｕ Ｅ １ ８ に 到 達 す
る か の 情 報 と 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ の バ ー ジ ョ ン と が 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ か ら の 伝 送 に 先 立 っ て
、 Ｕ Ｅ １ ８ に 知 ら さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ は Ｌ １ の Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る Ｕ Ｅ １ ８ を 示 す 。 こ の Ｓ Ｄ Ｕ は 、 例 え ば 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ
Ｂ を 持 つ Ｔ Ｂ と 、 Ｕ Ｅ １ ８ の Ｌ １ に よ り 伝 送 エ ラ ー 検 出 を 行 う た め に 用 い ら れ る Ｃ Ｒ Ｃ と
を 備 え る 。 図 に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｂ は Ｓ Ｆ Ｎ （ system frame number） を 含 む こ と が で き る
が 、 こ の Ｓ Ｆ Ｎ は 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ の Ｔ Ｂ で も そ う で あ っ た が 、 Ｔ Ｂ の Ｕ Ｅ １ ８ へ の 到
達 タ イ ム を 示 す も の で あ る 。 あ る い は ま た 、 Ｔ Ｂ が Ｓ Ｆ Ｎ を 明 示 的 に 含 ん で い な い と き は
、 到 達 タ イ ム を 示 す Ｓ Ｆ Ｎ は 、 Ｌ １ に よ り 物 理 レ イ ヤ ー の タ イ ミ ン グ か ら 導 き 出 す こ と が
で き る 。 Ｕ Ｅ １ ８ の Ｌ １ は 、 Ｔ Ｂ と 、 Ｓ Ｆ Ｎ と 、 Ｃ Ｒ Ｃ と の リ ザ ル ト を 上 位 の レ イ ヤ ー に
渡 す 。 し か し 、 Ｒ Ｌ Ｃ と Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ５ 、 ２ ４ が 、 Ｂ Ｃ Ｈ （ broadcast channel） デ
ー タ に 対 し て ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト モ ー ド で オ ペ レ ー ト す る の で 、 こ の Ｔ Ｂ は Ｒ Ｒ Ｃ レ イ ヤ
ー に 渡 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｔ Ｂ は 、 Ｕ Ｅ １ ８ と Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ の 間 を フ ェ ー ジ ン グ 環 境 で 伝 送 さ れ る こ と が 多 い の で 、
Ｔ Ｂ の 伝 送 と 、 正 常 送 受 信 の 目 標 確 率 、 例 え ば ９ ９ ％ と が 関 連 付 け さ れ る 。 仮 に Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ
－ Ｓ Ｉ Ｂ が 多 数 の Ｔ Ｂ か ら 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ の Ｔ Ｂ を 全 て 正 し
く 受 信 す る 確 率 は 、 お お よ そ ０ ． ９ ９ の （ Ｔ Ｂ の 数 の べ き 乗 ） に な る 。 例 え ば 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ
（ broadcast control channel） の Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ は 、 １ ０ 個 を 超 え る 数 の Ｔ Ｂ を 伝 送
す る 必 要 が あ る 場 合 が あ り 、 こ の 場 合 、 Ｕ Ｅ １ ８ が Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ を 正 し く 受 信 す る 確
率 は 、 ０ ． ９ ９ の １ ０ 乗 、 す な わ ち 、 ９ ０ ％ 未 満 に な る 。 し た が っ て 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ
を 正 し く 受 信 で き る 確 率 は 、 Ｔ Ｂ の 数 が 増 加 す る ほ ど 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ 　 Ｔ Ｄ Ｄ ま た は Ｆ Ｄ Ｄ シ ス テ ム に お い て 、 Ｓ Ｉ Ｂ を 正 常 に 受 信 す る た め の タ イ ム
に よ っ て 、 多 く の シ ス テ ム 機 能 の パ フ ォ ー マ ン ス が 決 定 さ れ る 。 加 え て 、 こ れ ら の シ ス テ
ム 機 能 の 適 正 な パ フ ォ ー マ ン ス を 維 持 す る た め に は 、 欠 陥 の あ っ た 伝 送 を 補 完 す る た め 、
Ｓ Ｉ Ｂ の 繰 り 返 し レ ー ト を 増 加 さ せ ね ば な ら な い 場 合 が あ る が 、 そ う す る と 、 無 線 資 源 の
効 率 と 利 便 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ５ と 図 ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ に よ り Ｕ Ｅ １ ８ に 伝 送 さ れ た Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 正
常 に 受 信 す る の に 使 用 さ れ る 現 行 の 方 法 の 例 で あ り フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。 図 に 示 す よ う
に 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ） 。 こ こ で は 、 こ の Ｒ Ｒ
Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ が ９ つ の Ｔ Ｂ を 備 え 、 Ｓ Ｆ Ｎ ＝ ２ か ら Ｓ Ｆ Ｎ ＝ １ ８ ま で が ラ ベ ル 付 け し て あ り
、 繰 り 返 し レ ー ト が ６ ４ フ レ ー ム で あ る 。 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 読 み 取 り 、
Ｔ Ｂ に エ ラ ー が な い か 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ が 紛 失 し て い な い か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ ６ １ ）
。 こ こ で は 、 Ｓ Ｆ Ｎ １ ０ に エ ラ ー が あ る も の と す る 。 受 信 さ れ た Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ に エ ラ ー
が あ る の で 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は 全 て の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 廃 棄 し 、 繰 り 返 し レ ー ト 、 す な わ
ち ６ ４ フ レ ー ム だ け 待 機 し 、 同 一 の 情 報 を 持 つ 別 の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る （ ス テ ッ プ
６ ２ ） 。 再 び 、 こ の Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は 、 ９ つ の Ｔ Ｂ を 備 え 、 Ｓ Ｆ Ｎ ＝ ６ ６ か ら Ｓ Ｆ Ｎ ＝ ８
２ ま で を ラ ベ ル 付 け し た Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 し （ ス テ ッ プ ６ ３ ） 、 エ ラ ー が あ る か 否 か
を 判 断 す る （ ス テ ッ プ ６ １ ） 。 こ の 例 で は 、 Ｓ Ｆ Ｎ ７ ０ （ Ｓ Ｆ Ｎ ６ ＋ ６ ４ （ 繰 り 返 し レ ー
ト ） ） は 、 エ ラ ー を 有 す る か 、 紛 失 し て い る 。 仮 に 受 信 さ れ た Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ に エ ラ ー が
発 見 さ れ な い 場 合 に は 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は そ の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 正 常 に 受 信 し た の で 、 そ
の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を デ コ ー ド す る （ ス テ ッ プ ６ ４ ） 。 仮 に エ ラ ー が 発 見 さ れ た 場 合 に は 、
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こ の 例 で は 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は 、 受 信 し た Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ （ ９ つ の Ｔ Ｂ を 備 え て い る ） 全
体 を 廃 棄 し 、 繰 り 返 し レ ー ト だ け 待 機 し （ ス テ ッ プ ６ ２ ） 、 次 の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す
る （ ス テ ッ プ ６ ３ ） 。 こ の プ ロ セ ス は 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ が ９ つ の Ｔ Ｂ の 連 続 し た も の を 正
常 に 受 信 す る ま で 、 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ か ら Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る こ の 種 の 方 法 に 関 連 す る 領 域 と し て は 、 ２ つ の
重 要 な 領 域 が あ る 。 第 １ の 領 域 は 、 適 正 に ／ 正 し く 受 信 す る ま で の レ イ テ ン シ ー に あ り 、
こ の レ イ テ ン シ ー に 起 因 し て 、 シ ス テ ム 情 報 量 、 お よ び ／ ま た は 受 信 回 数 が 増 加 し た り 、
シ ス テ ム 機 能 の パ フ ォ ー マ ン ス が 低 下 し た り し て 、 そ の 結 果 と し て 、 無 線 資 源 の 効 率 が 低
下 す る こ と に な る 。 第 ２ の 領 域 は 、 エ ラ ー が あ る と 、 そ の 度 に 、 Ｕ Ｅ の Ｌ １ が Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ
Ｄ Ｕ 中 の 全 て の Ｔ Ｂ を 繰 り 返 し 受 信 し 、 デ コ ー ド し 、 処 理 す る こ と を 要 求 さ れ 、 そ の 結 果
と し て 、 高 い 処 理 コ ス ト と バ ッ テ リ ー コ ス ト が 生 じ る こ と に な る 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ う す る と 、 Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ 　 Ｔ Ｄ Ｄ ま た は Ｆ Ｄ Ｄ シ ス テ ム に 対 し て は 改 善 す る ニ ー ズ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
情 報 セ グ メ ン ト の セ ッ ト を 周 期 的 に 伝 送 す る こ と を 含 む 通 信 を 、 受 信 し 処 理 す る 方 法 に お
い て は 、 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 各 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 か 否 か を 識 別 す る た め 、 こ の よ
う な 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト に つ い て 第 １ 回 目 の 伝 送 が 行 わ れ る 。 こ の 第 １ 回 目 の 伝 送 で 伝
送 さ れ た 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト は 、 受 信 さ れ 処 理 さ れ る 。 そ し て 、 当 該 情 報 セ グ メ ン ト セ
ッ ト の 情 報 セ グ メ ン ト の う ち 有 効 な セ グ メ ン ト が 、 ス ト ア さ れ る 。 こ の 第 １ 回 目 に 伝 送 さ
れ た 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 情 報 セ グ メ ン ト が 全 て 有 効 で な く 、 そ の 結 果 、 ス ト ア さ れ な
い 場 合 に は 、 そ の 後 、 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト が 伝 送 さ れ る が 、 そ の 後 伝 送 さ れ た 情 報 セ グ
メ ン ト の 情 報 セ グ メ ン ト の う ち 以 前 有 効 で な く そ の 結 果 ス ト ア さ れ な か っ た 情 報 セ グ メ ン
ト に 対 応 す る 情 報 セ グ メ ン ト の み が 受 信 さ れ 、 こ れ ら 受 信 さ れ た 情 報 セ グ メ ン ト に つ い て
、 有 効 か 否 か が 識 別 さ れ る 。 そ し て 、 有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト が ス ト ア さ れ る 。 以 後 、 当 該
情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 全 て の 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 で ス ト ア さ れ る ま で 、 情 報 セ グ メ ン
ト の セ ッ ト の 伝 送 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 に お い て 同 一 の 参 照 番 号
は 同 様 の 要 素 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ４ を 説 明 す る 。 Ｕ Ｅ － Ｌ １ は 、 受 信 し た Ｔ Ｂ セ ッ ト と 、 Ｓ Ｆ Ｎ と 、 各 Ｔ Ｂ の う ち の Ｃ Ｒ
Ｃ エ ラ ー 検 出 結 果 を 、 上 位 レ イ ヤ ー （ Ｌ ２ お よ び Ｌ ３ ） に 渡 す 。 Ｍ Ａ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ４ と 、
Ｒ Ｌ Ｃ レ イ ヤ ー ２ ５ は 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ に 対 し て 、 ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト モ ー ド で オ ペ レ ー ト す る
の で 、 例 え ば 、 Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ の Ｔ Ｂ を 、 処 理 せ ず 、 Ｌ ３ に ホ ワ ー デ ィ ン グ （ forwarding） す る
こ と が で き る 。 ま た 、 Ｃ Ｒ Ｃ エ ラ ー の あ る Ｔ Ｂ は 、 Ｌ ３ へ ホ ワ ー デ ィ ン グ さ れ る 前 に 、 Ｌ
２ ま た は Ｌ ３ に よ っ て 廃 棄 さ れ る 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ７ と ８ は 、 そ れ ぞ れ 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ る 方 法 の 例 を 示 す 図
で あ り 、 こ の 方 法 の フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ は 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ が 、 ６ ４ フ レ ー ム の
繰 り 返 し 期 間 を 有 す る ９ つ の Ｔ Ｂ で 構 成 さ れ て い る シ ナ リ オ の 例 を 示 す 。 Ｓ Ｆ Ｎ ＝ ２ か ら
Ｓ Ｆ Ｎ ＝ １ ８ ま で の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 期 待 す る よ う に 、 予 め Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ に 通 知 さ れ る
。 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は 、 基 地 局 １ ４ － １ ７ の う ち １ つ の 基 地 局 か ら 、 そ の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ に
対 応 す る Ｔ Ｂ セ ッ ト を 受 信 し （ ス テ ッ プ ８ ０ ） 、 １ つ 以 上 の Ｔ Ｂ を 紛 失 し た か 、 あ る い は
エ ラ ー が あ る か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ ８ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ が こ の 判 断 を 行 う 方 法 と し て は 、 少
な く と も ２ つ の 方 法 が あ る 。 第 １ の 方 法 は 、 Ｕ Ｅ の Ｌ １ が Ｃ Ｒ Ｃ エ ラ ー 検 出 を 用 い て 伝 送
エ ラ ー が あ る か 否 か を 検 出 し 、 エ ラ ー の あ る Ｔ Ｂ の Ｓ Ｆ Ｎ を Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ に 通 知 す る 方
法 で あ る 。 第 ２ の 方 法 は 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ が ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 情 報 と 、 正 し く 受 信 さ れ た
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Ｔ Ｂ の Ｓ Ｆ Ｎ と を 利 用 し て 、 正 常 受 信 さ れ な か っ た Ｔ Ｂ を 判 断 す る 方 法 で あ る 。 こ こ で は
、 Ｔ Ｂ に エ ラ ー が あ る か 、 あ る い は Ｔ Ｂ を 紛 失 し た か 否 か を こ の よ う に 判 断 す る 方 法 と し
て は 、 ２ つ の 方 法 の み を 開 示 し た が 、 そ の 他 の 方 法 も 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 し な い 限 り 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ひ と た び Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ が こ の よ う な 判 断 を 行 う と 、 正 し い Ｔ Ｂ は Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ に よ り
ス ト ア さ れ （ ス テ ッ プ ８ ２ ） 、 紛 失 し た Ｔ Ｂ 、 ま た は エ ラ ー の あ る Ｔ Ｂ は 、 廃 棄 さ れ る （
ス テ ッ プ ８ ３ ） 。 ス テ ッ プ ８ ３ は 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ を 処 理 す る 前 に 、 Ｌ １ ま た は Ｌ ２ の い
ず れ か に よ り 同 様 に し て 実 行 さ れ る か ら 、 こ の こ と に 留 意 さ れ た い 。 そ し て 、 Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８
は 、 エ ラ ー が あ る か 紛 失 す る か し た 全 て の Ｔ Ｂ の 次 の Ｓ Ｆ Ｎ を 、 次 の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ の 伝
送 に つ い て 計 算 す る （ ス テ ッ プ ８ ４ ） 。 図 ７ の 例 に お い て は 、 Ｓ Ｆ Ｎ の 次 の オ カ ラ ン ス （
本 例 で は 、 ７ ４ ） を 決 定 す る た め 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は 、 エ ラ ー の あ っ た Ｔ Ｂ （ Ｓ Ｆ Ｎ １ ０
） を 、 繰 り 返 し 期 間 す な わ ち ６ ４ に 加 算 す る こ と に な る 。 幾 つ か の Ｔ Ｂ に エ ラ ー が あ る こ
と も あ る が 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 エ ラ ー の あ っ た Ｔ Ｂ の そ れ ぞ れ の Ｓ Ｆ Ｎ が 、 そ の 後 の
Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ の 伝 送 に つ い て 、 計 算 さ れ る 。 ひ と た び こ れ ら Ｓ Ｆ Ｎ が 決 定 さ れ る と 、 Ｒ
Ｒ Ｃ ２ ８ は 、 決 定 さ れ た Ｓ Ｆ Ｎ の み を 受 信 し エ ン コ ー ド す る こ と を 、 Ｌ １ に 通 知 す る 。 こ
の 例 で は 、 再 受 信 時 に は 、 Ｓ Ｆ Ｎ ７ ４ に 対 応 す る １ つ の Ｔ Ｂ の み が 識 別 さ れ る 。 ひ と た び
Ｌ １ が こ の 計 算 さ れ た Ｓ Ｆ Ｎ の あ る Ｔ Ｂ を 受 信 す る と 、 Ｌ １ は 、 Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８ か ら 要 求 が あ
っ た 特 定 の Ｓ Ｆ Ｎ を 有 す る Ｔ Ｂ と Ｓ Ｆ Ｎ と Ｃ Ｒ Ｃ と を 、 Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８ に ホ ワ ー デ ィ ン グ す る
（ ス テ ッ プ ８ ５ ） 。 仮 に 再 伝 送 さ れ 受 信 さ れ た Ｔ Ｂ の セ ッ ト に エ ラ ー が 検 出 さ れ ず 、 か つ
当 該 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ か ら の Ｔ Ｂ を 紛 失 し て い な い 場 合 に は 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ は 、 所 定 の 場
所 に 、 こ れ ら 正 し い Ｔ Ｂ を 他 の Ｔ Ｂ と と も に ス ト ア し （ ス テ ッ プ ８ ２ ） 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ
を デ コ ー ド す る （ ス テ ッ プ ８ ６ ） 。 仮 に 受 信 さ れ た Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ の Ｔ Ｂ に 依 然 と し て Ｃ
Ｒ Ｃ エ ラ ー が あ る 場 合 に は 、 Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８ は こ の よ う な Ｓ Ｆ Ｎ を 判 断 し 、 上 述 し た 処 理 を 繰
り 返 す （ ス テ ッ プ ８ ４ ） 。 以 後 、 当 該 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ に 関 連 付 け さ れ た 完 全 Ｔ Ｂ の セ ッ ト
が Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ に よ り ス ト ア さ れ 、 Ｒ Ｒ Ｃ ２ ８ に よ り 処 理 さ れ る ま で 、 こ の 処 理 を 継 続
す る （ ス テ ッ プ ８ ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 は 、 周 期 的 に 伝 送 さ れ る セ グ メ ン テ ー シ ョ ン さ れ た 全 て の Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ に 適 用 す
る こ と が で き る 。 こ の プ ロ シ ー ジ ャ は 、 更 新 さ れ た Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ が 検 出 さ れ る と 、 開 始
さ れ る 。 仮 に 受 信 中 に Ｖ Ａ Ｌ Ｕ Ｅ タ グ が 更 新 さ れ た 場 合 に は 、 当 該 セ ッ ト の 前 の セ ッ ト の
全 て の Ｔ Ｂ が 、 Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ に よ り 削 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の １ つ の 利 点 は 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ の 正 常 受 信 時 間 す な わ ち レ イ テ ン シ ー が 大 幅 に 短
縮 さ れ る 点 に あ り 、 こ の レ イ テ ン シ ー は 、 Ｕ Ｅ １ ８ と Ｕ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ ３ の 間 で 個 々 の Ｔ Ｂ を 伝
送 す る 場 合 の 目 標 エ ラ ー 率 （ Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ の サ イ ズ と 無 関 係 で あ る ） に 関 連 付 け さ れ た
レ イ テ ン シ ー ま で 短 縮 さ れ た 。 受 信 レ イ テ ン シ ー が 減 少 す る と 、 こ れ に よ り 、 シ ス テ ム 情
報 、 例 え ば 、 よ り 高 速 な セ ル サ ー チ と 、 よ り 短 縮 さ れ た ハ ン ド オ ー バ 伝 送 中 断 期 間 と 、 よ
り 高 速 な Ｒ Ａ Ｎ コ ネ ク シ ョ ン 確 立 と 、 よ り 高 速 な Ｕ Ｅ ス テ ー ト の 遷 移 と 、 の 獲 得 に 関 連 付
け さ ら れ た Ｕ Ｅ 機 能 の パ フ ォ ー マ ン ス が 改 善 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｕ Ｅ １ ８ が シ ス テ ム 情 報 を よ り 効 率 的 に 受 信 す る こ と が で き る
の で 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ レ ー ト （ す な わ ち 、 伝 送 の 期 間 ） を 減 少 さ せ る こ と が 可 能 で あ る
。 そ の 結 果 、 限 り の あ る Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ の 物 理 的 資 源 の 効 率 が 向 上 し 利 用 率 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 の も う １ つ の 利 点 は 、 Ｕ Ｅ に お け る 処 理 と バ ッ テ リ ー 消 費 と が 減 少 す る 点 に あ る 。
Ｕ Ｅ １ ８ は 、 Ｔ Ｂ の 受 信 エ ラ ー を 検 出 す る 能 力 を 有 し 、 Ｔ Ｂ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 情 報 を 認 識
す る こ と が で き る か ら 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ 全 体 で は な く 、 エ ラ ー の あ っ た 特 定 の Ｔ Ｂ の み の
受 信 を 開 始 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 よ り 少 な い 伝 送 に よ り 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 正 常 受
信 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 Ｕ Ｅ の バ ッ テ リ ー 消 費 が 軽 減 さ れ 処 理 が 軽 減 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
Ｕ Ｅ － Ｂ Ｃ Ｆ Ｅ を し て 、 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ 、 例 え ば Ｂ Ｃ Ｈ 上 の Ｂ Ｃ Ｃ Ｈ － Ｓ Ｉ Ｂ を 、 よ り 高
速 に 受 信 さ せ る こ と が で き 、 か つ Ｕ Ｅ で の 処 理 を 軽 減 さ せ 、 バ ッ テ リ ー 消 費 を 軽 減 さ せ る
た め 、 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 他 の 変 形 は 、 そ れ が 特 許 請 求 の 範
囲 を 逸 脱 し な い も の で あ る 限 り 、 当 業 者 に 明 ら か な も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ （ universal mobile telecommunications system） を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク ア ー キ テ ク チ ャ の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｌ ２ に お け る デ ー タ フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｌ １ 　 Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る Ｕ Ｅ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る た め に 用 い ら れ る 現 行 の 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る た め に 用 い ら れ る 現 行 の 方 法 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る 方 法 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る Ｒ Ｒ Ｃ － Ｓ Ｄ Ｕ を 受 信 す る 方 法 を 示 す フ ロ ー 図
で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 9月 2日 (2003.9.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ８ 】
Ｎ 個 の 情 報 セ グ メ ン ト よ り な る 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 周 期 的 な 伝 送 を 含 む 通 信 を 受 信 し
処 理 す る Ｕ Ｅ （ user equipment） で あ っ て 、
情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 伝 送 を 受 信 す る レ シ ー バ と 、
当 該 情 報 セ グ メ ン ト を 処 理 し て 当 該 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 か 無 効 か を 識 別 す る プ ロ セ ッ サ
手 段 と 、
有 効 な 情 報 セ グ メ ン ト を ス ト ア す る メ モ リ と
を 備 え 、
前 記 レ シ ー バ は 、 前 記 Ｎ 個 の 情 報 セ グ メ ン ト よ り な る 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の そ の 後 の 伝
送 に つ い て 、 各 情 報 セ グ メ ン ト が 有 効 か 無 効 か を 識 別 す る た め 、 以 前 ス ト ア さ れ な か っ た
情 報 セ グ メ ン ト の み を 受 信 し 処 理 し 、 有 効 と 識 別 し た 情 報 セ グ メ ン ト を ス ト ア し 、
前 記 レ シ ー バ は 、 当 該 情 報 セ グ メ ン ト セ ッ ト の 全 て の 情 報 セ グ メ ン ト が ス ト ア さ れ る ま で
、 伝 送 の 受 信 を 継 続 す る
こ と を 特 徴 と す る Ｕ Ｅ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ５ に お い て 、 前 記 処 理 す る ス テ ッ プ は 、
各 情 報 セ グ メ ン ト に 含 ま れ る エ ラ ー コ ー ド を 用 い て 、 情 報 セ グ メ ン ト の エ ラ ー を 検 出 す る
ス テ ッ プ と 、
エ ラ ー が 検 出 さ れ た 情 報 セ グ メ ン ト の セ グ メ ン ト 番 号 を 決 定 す る ス テ ッ プ と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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